
鳥取県法人会連合会　社団化30周年 記念講演会開催！！
　日　時　　11月26日（火）午後3時30分～ 60分間
　会　場　　ホテルニューオータニ鳥取　鶴の間
　講　師　　広島国税局　局長　槇原　耕太郎 氏
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『
日
本
遺
産
（Japan H

eritage

）』
に
麒
麟
獅

子
舞
い
の
伝
統
芸
能
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

麒
麟
と
は
、
中
国
の
想
像
上
の
動
物
で
、
古
来

よ
り
、
他
の
生
き
物
を
傷
つ
け
な
い
泰
平
の
世
の

象
徴
と
さ
れ
た
聖
獣
で
す
。

　

麒
麟
獅
子
舞
い
は
、
笛
・
鉦
・
太
鼓
の
囃は

や
し子

に
合
わ
せ
て
お
酒
の
入
っ
た
瓢
箪
を
ぶ
ら
下
げ
て

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
猩

し
ょ
う

猩じ
ょ
うが

そ
の
麒
麟
の
顔
を
し
た
獅

子
を
構
い
な
が
ら
先
導
し
共
に
舞
い
ま
す
。
能
を

思
わ
せ
る
よ
う
に
見
て
い
る
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
な
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
の
が
特

徴
で
す
。

　

初
代
鳥
取
藩
主
・
池
田
光
仲
が
１
６
５
０
年
に

鳥
取
東
照
宮
（
鳥
取
市
上
町
）
を
建
立
し
、
52
年

に
そ
の
祭
礼
の
行
列
に
麒
麟
獅
子
舞
い
を
登
場
さ

せ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
に
幸

福
を
も
た
ら
す
芸
能
と
し
て
、
麒
麟
の
ま
ち
圏
域

（
鳥
取
県
の
鳥
取
市
と
岩
美
町
、
智
頭
町
、
若
桜
町
、

八
頭
町
、兵
庫
県
は
新
温
泉
町
、香
美
町
、１
市
６
町
）

に
愛
さ
れ
、
約
１
８
０
の
村
々
に
受
け
継
が
れ
て
お

り
、春
と
秋
に
行
わ
れ
る
神
社
で
の
例
祭
を
中
心
に
、

ほ
ぼ
１
年
を
通
じ
て
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
麒
麟
獅
子
舞
い
と
い
う
伝
統
文

化
を
大
切
に
し
、
人
々
に
幸
せ
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
稽
古
に
専
念
し
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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日
本
海
か
ら
吹
き
つ
け
る
季
節
風
が
創
り
上
げ
た
日
本
最
大
級
の

鳥
取
砂
丘
。
目
に
見
え
ぬ
風
の
姿
が
さ
ざ
波
模
様
の
風
紋
に
映
し
出

さ
れ
、
海
岸
を
進
む
と
風
が
起
こ
す
荒
波
に
削
り
出
さ
れ
た
奇
岩
が

連
な
る
。
鳥
取
砂
丘
の
砂
を
生
み
出
す
中
国
山
地
へ
と
急
流
を
辿
る

と
、
風
が
も
た
ら
す
豪
雪
に
育
ま
れ
た
杉
林
を
背
に
豪
邸
が
佇
む
。

さ
ら
に
源
流
へ
と
分
け
入
る
と
岩
窟
の
中
に
古
堂
が
姿
を
現
す
。

　
こ
れ
ら
は
日
本
海
の
風
が
生
ん
だ
絶
景
と
秘
境
で
あ
る
。

　
人
々
は
、
厳
し
い
風
の
季
節
で
の
無
事
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
感

謝
を
胸
に
、
古
来
よ
り
幸
せ
を
呼
ぶ
麒
麟
獅
子
を
舞
い
続
け
、
麒
麟

に
出
会
う
旅
人
に
も
幸
せ
を
分
け
与
え
て
い
る
。



　令和元年の新しい時代、会長という重責を仰せつかりました村江

清志です。多くの実績を残し退任された藤本会長同様、よろしくお

願いします。

　私は年間予算十数億円規模の公益財団法人、独立行政法人の常勤理事長をはじめ地方金融機関等

法人の常勤役員の経験はありますが、当職のような非常勤の会長職をお受けするのは初めての経験

であり、その責任のあり方に疑問を感じる部分が少なからずありますがお受けした以上、任期は全

うする覚悟であります。

　ところで、よく「人は避けては通れないことが二つある」と言われます。それは一つに「死」、

もう一つに「税」のことです。

　私達法人会の理念は「税のオピニオンリーダーとして　企業の発展を支援し　地域の振興に寄与

し　国と社会の繁栄に貢献する　経営者の団体である」と掲げ、また、当会の定款の目的には「税

知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い・・・・・」とあります。ま

さしく前述の避けては通れないことの一つを担う団体であることを再認識したいものです。

　さて、本年は新しい年号の始まりの年でもありますが、税制度においても大きな変革の年でもあ

ります。ご承知のとおり、「消費税率10％への引上げと軽減税率制度の実施」です。

　会員の皆さんにおかれましては、当会が実施した各種の研修会、あるいは配布した冊子等を参考

にしてその対応、対策に万全を期しておられることと推察いたします。私は会員の方からよく「法

人会に入っていても何のメリットもない」という声をお聞きしますが、私は「メリット」とは自ら

が行動し、その結果から得られるものと思っています。当会が実施する公益目的・共益事業（情報

発信のやり方を再考する余地があると感じてはいますが）は経営者の方向けのみならず、従業員の

方向けに行われる研修会・配布冊子等もあり、経営者の方々におかれては趣旨選択をして社員の方

の参加等へのご配慮をお願いしたいものです。

　税制改正は本年度にとどまらず、「消費税申告期間延長」、「交際費特例措置」等、中小企業に対

する支援策の改正等が協議なされていると聞き及んでおります。これらのことも含めより的確な情

報提供をしていかねばと考えます。

　いずれにしても、税務署等関係機関、関係団体、関係各位のご支援、ご協力無くしては事業の実

施はできません。

　最後になりますが、鳥取法人会に関わる全ての皆さんと連携を密にして法人会発展に努力して参

りたいと思いますので、ご指導ご鞭撻方よろしくお願いをし、就任のご挨拶といたします。

就任ごあいさつ
公益社団法人　鳥取法人会

会　長　村　江　清　志
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　本年７月の人事異動で鳥取税務署長を拝命しました湊でございま

す。よろしくお願いいたします。

　公益社団法人鳥取法人会の皆様には、平素から税務行政の円滑な運営につきまして格別のご理解

と格別のご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。

　また、青年部会を中心とした「キッズカフェ」、租税教室への講師派遣、女性部会の「税に関す

る絵はがきコンクール」など、積極的に事業活動を展開され、着実にその成果を挙げられておられ

ます。こうした活動や実績につきましては、鳥取法人会の皆様が一致団結してご尽力された賜物で

あり、皆様の熱意あるご努力に対しまして、心より敬意と感謝を申し上げます。

　私は鳥取署の勤務が二度目でございますが、最初に勤務した10年前と比較して大きな変化を感じ

ています。山陰自動車道が開通し鳥取自動車道と連絡したことで、交通網が整備されましたし、駅

南には市役所も移転されるなど、地域が変わろうとしているように感じています。

　一方で、全国的に有名な鳥取砂丘や浦富海岸などの美しい自然に囲まれ、松葉ガニに代表される

海の食材だけでなく、みずみずしい果物や野菜など豊富な食材に恵まれた地域であることは変わり

なく、豊かな自然を育んできた皆様が住む地域を管轄する鳥取税務署に勤務できることを大変光栄

に思っております。

　国税庁の使命であります「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」には、

税務行政の良き理解者である鳥取法人会の皆様のお力添えなしに実現できるものではございませ

ん。そのため、鳥取法人会の活動が一層充実したものになりますよう、できる限りの支援をさせて

いただきたいと考えておりますので、今後ともより一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申

し上げます。

　また、本年10月１日に導入されました消費税軽減税率制度につきましては、皆様に十分に準備を

していただくよう周知・広報に努めてまいりましたが、新しい制度でございますので、制度が始まっ

てから新たなご質問等もあると思います。

　今後も説明会の開催を予定していますし、丁寧な相談対応に努めてまいりますので、引き続きご

協力をお願いいたします。

　最後になりましたが、鳥取法人会の益々のご発展、並びに会員の皆様方のご健勝と事業のご繁栄

を祈念いたしまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。

着任挨拶
　　　　鳥取税務署長

湊　　　和　義
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退任感謝状　藤本 英興 氏へ贈呈

新会長　村江 清志 氏 就任挨拶

講師：矢部　輝夫氏
合同会社おもてなし創造カンパニー代表

第８回 定時総会・記念講演会開催
２０１９年５月２８日（火）とりぎん文化会館 第1会議室

　第８回定時総会を５月28日（火）とりぎん文化会館 第１会議室に
てご来賓９名のご臨席・会員87名 出席のもと開催しました。花原秀
明総務委員長司会のもと藤本英興会長の開会挨拶の後、吉田事務局長
より会員数、出席者数、委任状数を発表し本総会成立定足数を満たし
ている旨報告を行なった。
　つづいて来賓の方々からの祝辞を繰り上げ鳥取税務署長 田原 郁夫 
様　鳥取市副市長 羽場 恭一 様よりご祝辞を頂いた後、議事に入りました。
　藤本 英興会長が議長を務め、議事録署名人として福田 裕一理事、奥平 正之理事２名を議場に諮
り承認された。2018年度決算承認議案、理事・監事改選承認議案が満場一致で承認されました。
　つづいて2018年度事業報告および2019年度事業計画と収支予算は既開催理事会承認済事項であ
り、本総会においては報告事項として吉田事務局長が説明を行なった。
　続いて会員増強功労企業 AIG損害保険㈱、個人 辰己泰彦氏、福利厚生制度の法人１社 大同生命
保険㈱営業社員２名・AIG損害保険㈱営業社員４名、租税教室講師15名に藤本会長より、感謝状及
び記念品の贈呈が行なわれた。 退任理事４名には代表して本総会を以って会長を退任される藤本英
興氏に縫谷昌生総務担当副会長より感謝状及び記念品の贈呈が行なわれた。以上、定時総会は滞り
なく終了致しました。

　総会終了後直ちに開催した臨時理事会において、新会長に村江 
清志氏　副会長に縫谷 昌生氏　馬場 進氏　岸田 安雄氏　山中 英
雄氏の４名を選任した。総会会場において村江 清志新会長より会
長就任挨拶を頂いた。

【第二部】記念講演会では、合同会社おもてなし創造カンパニー代
表　矢部 輝夫氏を講師にお招きし、「驚異！「世界一の現場力」は
どう生まれたのか」 ～新幹線のお掃除の天使たち　誕生の軌跡～ 
と題し、講演をいただきました。
　本講演会は公益事業として新聞・チラシ・HPにより一般の方へ
も呼びかけ、95名（内一般５名）の来場者となりました。



辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

～「租税教室」講師に感謝状～

出口 敦教 様
（㈲プラスペリティ）

田島 大介 様
（㈱タシマボーリング） 

渡邊 昌子 様
（㈱Abe-Rise）

清水 昭生 様
（㈱清水）

南口 明彦 様
（㈲南口石創）

中井 史生 様
（㈲アドセンターパル）

加藤 　寛 様
（㈱太陽） 

諸吉　 稔 様
（㈱ティエスピー）

田淵 裕章 様
（㈱田淵金物）

松村 将史 様
（千谷茗風園）

橋本 正幸 様
（AIG損害保険㈱）

尾崎 大祐 様
（D. O）

山根 　望 様
（㈱鳥取建材） 

小谷 直大 様
（㈲亀甲や）
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～ 退任者に対しての感謝状 ～

～ 会員増強に対しての感謝状 ～
（会員獲得５社以上の方々）

～ 福利厚生制度に対しての感謝状 ～

録沢 哲雄 様
（録沢哲雄税理士事務所）

今井 陸雄 様
（大山日ノ丸証券㈱）

葉狩 弘一 様
（葉狩弘一税理士事務所）

大同生命保険㈱ 

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

藤原 建二 様

AIG損害保険㈱ 様

岩見 聖子 様

橋本 正幸 様 西村 寿幸 様 田中　 満 様

藤本 英興 様
（鳥取県法人会連合会/

鳥取法人会 会長）

AIG損害保険㈱

AIG損害保険㈱ 代理店

表彰の皆様表彰の皆様表彰の皆様

● 個人表彰　1名 ●● 団体表彰　1社 ●

（順不同）
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辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

～「租税教室」講師に感謝状～

出口 敦教 様
（㈲プラスペリティ）

田島 大介 様
（㈱タシマボーリング） 

渡邊 昌子 様
（㈱Abe-Rise）

清水 昭生 様
（㈱清水）

南口 明彦 様
（㈲南口石創）

中井 史生 様
（㈲アドセンターパル）

加藤 　寛 様
（㈱太陽） 

諸吉　 稔 様
（㈱ティエスピー）

田淵 裕章 様
（㈱田淵金物）

松村 将史 様
（千谷茗風園）

橋本 正幸 様
（AIG損害保険㈱）

尾崎 大祐 様
（D. O）

山根 　望 様
（㈱鳥取建材） 

小谷 直大 様
（㈲亀甲や）
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科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,250 0
　特定資産運用益 40 81 △ 41
　受取会費 9,867,200 9,862,700 4,500
　事業収益 3,796,080 1,954,000 1,842,080
　受取補助金 8,028,900 8,813,600 △ 784,700
　受取負担金 673,000 705,000 △ 32,000
　雑収益 1,163,932 431,417 732,515
　経常収益計（A） 23,530,402 21,768,048 1,762,354

（２）経常費用 0
　事業費 20,809,076 18,993,445 1,815,631
　管理費 2,192,601 2,095,782 96,819
　経常費用計（B） 23,001,677 21,089,227 1,912,450
　当期経常増減額（A－B） 528,725 678,821 △ 150,096
当期経常外増減額　 0 △ 229,500 229,500
当期一般正味財産増減額 528,725 449,321 79,404
一般正味財産期首残高 13,775,801 13,326,480 449,321
一般正味財産期末残高 14,304,526 13,775,801 528,725

科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,250 0
　特定資産運用益 60 60 0
　受取会費 10,350,000 10,480,000 △ 130,000
　事業収益 4,232,000 3,420,000 812,000
　受取補助金 8,453,300 7,870,900 582,400
　受取負担金 679,000 664,000 15,000
　雑収益 500,100 1,060,100 △ 560,000
　経常収益計（A） 24,215,710 23,496,310 719,400

（２）経常費用 0
　事業費 22,664,350 21,600,550 1,063,800
　管理費 2,623,150 2,283,950 339,200
　経常費用計（B） 25,287,500 23,884,500 1,403,000
　当期経常増減額（A－B） △ 1,071,790 △ 388,190 △ 683,600
当期一般正味財産増減額 △ 1,071,790 △ 388,190 △ 683,600
一般正味財産期首残高 14,304,526 13,775,801 528,725
一般正味財産期末残高 13,232,736 13,387,611 △ 154,875

2018年度 　正味財産増減計算書（損益計算ベース）
（２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日）

（単位：円）

2019年度　収支予算書 （損益計算ベース）
（２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日）

（単位：円）
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２０１９年度　事業計画
（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日）

Ⅰ.　事業計画の基本方針
平成24年４月１日、公益社団法人へ移行以来、以前の社団法人に比べ主務官庁による行政
監査の定期的な実施など公益性、コンプライアンス・ガバナンスの徹底に向けた体制強化に
加え、諸規程の整備が求められています。
本来の設立趣旨である、よき経営者をめざすものの団体として、会員企業、社員様を支援す
ることはもとより、公益法人 として非会員、一般市民への税広報・法人会活動広報に加え
社会貢献活動にも積極的に取組んで行きます。

　１．税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、適正かつ公平な申
告納税制度の維持・発展と税務行政との協調・協力による円滑な執行に寄与する。

　２．税ならびに会社経営に関する研修会及び従業員向け研修実施により会社の質を高める。
　３．会員の積極的な自己研鑽姿勢を支援し健全な企業経営を進め、企業の繁栄を図る。
　　　また、地域の一員として法人会のスケールメリットを活用した地域に密着した活動を進め、

社会の健全な発展に貢献する。
Ⅱ.　主な事業計画
　１．公益目的事業の推進
　　   （１）税務研修相談事業
　　　　　　◇　年５回の決算期別法人税務説明会開催
　　　　　　◇　年２回の新設法人税務説明会開催
　　　　　　◇　軽減税率制度説明会開催
　　　　　　◇　年２回の会報発行・ＨＰ・フェイスブック等による税および活動の広報
　　　　　　◇　税制等の冊子配布・その他税務・経営関連研修会の開催
　　　　　　◇　電子申告（ｅ－Ｔａｘ）・電子納税（ダイレクト納付）の利用促進支援
　　   （２) 租税教育事業
　　　　　　◇　小・中学校対象の租税教室への講師派遣（青年部会・親会）
　　　　　　◇　第12回「キッズカフェ」の決算状況を題材とした租税教育（青年部会）
　　　　　　◇　第10回「税に関する絵はがきコンクール」実施・カレンダー作成（女性部会）
　　　（３）税制提言事業
　　　　　　◇　税制委員会による税制改正要望の取りまとめ
　　　　　　◇　税制行政の円滑化を図るための要望等を関係官庁に提言
　　　　　　◇　全国大会・税制改正要望大会への参加～ 10月3日(木)三重大会（津市）
　　　（４）広報事業
　　　　　　◇　ＨＰの充実　～　情報開示・講演会・研修会他イベント紹介による広報促進
　　　　　　◇　会報年２回発行・県連会報年1回・全法連情報誌「ほうじん」年４回配布
　　　　　　◇　「税を考える週間」（11 ／ 11 ～ 11 ／ 17）の事業実施
　　　　　　◇　イベント参加による税金クイズ・税広報の実施
　　　　　　◇　フェイスブックによる広報チャネルの拡大
　　　（５)社会貢献事業
　　　　　　◇　第12回「キッズカフェ」開催による次世代の育成（青年部会）
　　　　　　◇　献血ボランティアの実施（女性部会）
　　　　　　◇　支部活動における「花の苗」寄贈、グラウンドゴルフ大会共催
　　　　　　◇　古タオルの回収・寄贈（女性部会）
　　　　　　◇　県連受託事業（とっとり出会いサポート事業）への支援・協力
　　　（６)経営支援事業
　　　　　　◇　講演会・セミナーの実施および参考冊子の無料配布
　　　　　　　　（親会：２回　女性部会：３回　青年部会：３回　支部：６回）
　　　　　　◇　新入社員研修会　４月開催（鳥取商工会議所・鳥取県経営者協会との共催）
　　　　　　◇　入社3年以内対象の実践社員研修会（５月・10月)
　　　　　　◇　レベルアップ研修会（電話・接客マナー・ＰＣ等研修）



職名 新任 役員名 会社名

会 長
（ 代 表 理 事 ）

新 村江　清志 （医）アスピオス

副会長 縫谷　昌生 ㈱トリベイ

〃 馬場　　進 日ノ丸自動車㈱

〃 山中　英雄 ㈱情報サービス鳥取

〃 岸田　安雄 ㈲エイダン事務機

理 事 太田　栄市 ㈱トータルエナジーオオタ

〃 小谷 治郎平 ㈲亀甲や

〃 吾郷　速人 ㈲池本会計事務所

〃 奥西　康二 ㈱奥西

〃 尾崎　好邦 山陰プロパン瓦斯㈱

〃 川口　眞佐子 リバードコーポレーション㈱

〃 岸本　信一 ㈱岸本会計事務所

〃 北村　一行 北村衣縫㈲

〃 霜村　將博 ㈱白兎設計事務所

〃 谷口　節次 鳥取いなば農業㈿

〃 中尾　修治郎 税理士法人 中尾総合事務所

〃 西川　八重子 鳥取末広座㈱

〃 花原　秀明 三洋製紙㈱

〃 諸吉　　稔 ㈱ティエスピー

〃 山﨑　安造 ㈲山﨑会計事務所

〃 渡邊　昌子 ㈱Abe-Rise

職名 新任 役員名 会社名

理 事 竹内　茂喜 ㈱エヌケーシー

〃 田村　博信 鳥取信用金庫

〃 出口　敦教 ㈲プラスペリティ

〃 福田　裕一 ㈲福田会計事務所

〃 吉谷　典雄 ㈱吉谷機械製作所

〃 田淵　吉男 ㈱タブチ

〃 奥平　正之 日本海テレビジョン放送㈱

〃 新 木村　　宏 （社福）さとに会

〃 新 小野澤　弘成 ㈱鳥取銀行

〃 新 竹内　明美 ㈱山陰合同銀行

〃 新 西垣　　豪 東洋交通施設㈱

〃 新 辰己　泰彦 ㈱ドゥーベスト保険事務所

〃 新 西村　鈴子 山陰東陽化成㈲

〃 新 加藤　陽子 ㈱フレックス

〃 新 梨原　　奨 ㈱よみうり企画

〃 新 西田　正人 中央建設㈱

〃 新 谷川　　寛 山口電業㈱

監 事 新 山本　孝夫 ㈲山本孝夫会計事務所

〃 米田　由起枝 ㈲アカウンティングセンター鳥取

〃 大久保　計良 西日本税理士法人

公益社団法人　鳥取法人会　役員名簿
(任期：2019年5月28日～ 2021年定期総会迄)
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委員会組織表
（任期：令和元年５月28日～令和2年定期総会迄）

委員会名 総務委員会

副 会 長 縫谷　昌生

委 員 長 花原　秀明

副委員長 岸本　信一

委      員 山﨑　安造
太田　栄市
霜村　將博
諸吉　稔

奥平　正之
竹内　茂喜

中尾　修治郎
小野澤　弘成
竹内　明美

青年部会

保険３社

女性部会 川口　眞佐子
西川　八重子

組 織 委 員 会

　　

諸吉　稔

田村　博信

※ 田中　静雄
※ 尾崎　好邦
※ 霜村　芳照
※ 四井　勉
※ 梨原　奨

※ 小谷　泰志
※ 田淵　吉男
※ 西川　憲雄
※ 北村　一行
※ 房安　光

※ 八百谷　昭宏
※ 西田　正人

出口　敦教

香西　哲也
谷川　達裕
秦　雅治

厚 生 委 員 会

霜村　將博

木村　宏

小谷　治郎平
西垣　豪

清水　昭生
田淵　裕章

香西　哲也
谷川　達裕
秦　雅治

広 報 委 員 会

岸田　安雄

奥平　正之

辰己　泰彦

小西　和明

中井　史生
松村　将史

加藤　陽子
西村　鈴子

税制委員会

馬場　進

山﨑　安造

福田　裕一

奥西　康二
谷川　寛

森井　良二
吾郷　速人
中村　功

大久保　計良

佐々木　稔郎
山根　望

研 修 委 員 会

太田　栄市

渡邊　昌子

吉谷　典雄
濱田　泰彦

加藤　寛
布野　眞由美

岸本　眞弓
出口　直恵

会長　村江　清志

正 副 会 長 会

山中　英雄（兼）

★青年部会長　　　清水　昭生　　　　★女性部会長　　　川口　眞佐子　　　　★12支部長　※記載  



（～令和元年９月）請求書等保存方式 （令和元年 10 月～）区分記載請求書等保存方式 （令和５年 10 月～）適格請求書等保存方式

税
率

仕
入
税
額
控
除
の
要
件

帳
簿
の
記
載
事
項

請
求
書
等
の
記
載
事
項
と
交
付
義
務

適格請求書等の記載事項は、左記に加え、以下

の内容を記載します。 

※⑦は税込み又は税抜き 

インボイス制度の実施後は、免税事業者や消費者など、適格請求書発行事業者以外の者から行った課税仕入れに

係る消費税額を控除することができなくなります。 

ただし、区分記載請求書等と同様の事項が記載された請求書等を保存し、帳簿にこの経過措置の規定の適用を受

ける旨が記載されている場合には、一定の期間は、仕入税額相当額の一定割合を仕入税額として控除できる経過措

置が設けられています。 

消費者等 飲食店業者 

納付税額 50 円 

※納付税額（50 円）＝売上税額（140 円）－仕入税額（90 円） 

「消費税」は、消費一般に広く公平に負担を求める間接税で、最終的には商品を消費し又はサービスの提供を受ける消費

者等が負担し、事業者が申告・納付します。事業者は、消費者等から受け取った消費税等（売上税額）と、商品などの仕入

れ（経費）の時に支払った消費税等（仕入税額）との差額を納税することになります。 

仕入先等 仕入れ（経費） 

飲食料品  540 円 

(内消費税等  40 円) 

その他    550 円 

(内消費税等  50 円) 

売上げ 

外食   1,100 円 

(内消費税等  100 円) 

持ち帰り  540 円 

(内消費税等  40 円) 

軽減税率制度の実施後、消費税の仕入税額控除の適用を受けるために保存が必要となる帳簿及び請求書等が変わります。

適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）までの実施スケジュールを確認し、具体的な準備を検討しましょう。 

軽減税率(８％)の対象品目 

●酒類・外食を除く飲食料品 

●週２回以上発行される新聞(定期購読契約に基づくもの) 

消費税率の引上げにより消費税額（年税額）は新税率（標準税率 10％、軽減税率８％）で計算されますが、税率引上げ

直後の課税期間における中間申告額は旧税率８％で計算されるため、確定申告においては、新税率により計算された消費税

額（年税額）と、旧税率により計算された中間申告額との差額を納付することになります。 

このため、税率引上げ直前の課税期間と同様の決算内容であった場合でも、確定申告時の納付額が増加しますので、中間

申告が必要な方は特にご注意ください。 

○ 年税額        80 万円
○ 中間申告による納付額 40 万円
○ 確定申告による納付額 40 万円

地方消費税 
1.7％

中間申告        確定申告

合計   40 万円         40 万円

【申告・納付のイメージ（軽減税率は考慮していません。）】

合計   40.4 万円   

59.6 万円   

中間申告        確定申告

○ 年税額          100 万円 
○ 中間申告による納付額 40.4 万円 

○ 確定申告による納付額 59.6 万円

確定申告時に納

付額が増加します

ので、計画的な納

税資金のご準備を

お願いします。

○ 軽減税率制度に関するご相談は、消費税軽減税率電話相談センターで受け付けております。 
  【フリーダイヤル】 0120-205-553 
○ 軽減税率制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ(www.nta.go.jp)内の特設サイト 

「消費税の軽減税率制度について」をご覧ください。 

令和５年 10 月から適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が実施されます。 

適格請求書を交付できるのは、税務署長に申請して登録を受けた課税事業者（適格請求書発行事業者）に限られます。 

※「適格請求書発行事業者」の登録申請の受付は、令和３年 10 月１日から開始されます。 

売手 買手

書面での交付に代えて、電磁的記録

により提供することもできます。 

交付した適格請求書の写し

の保存が必要となります。 

《免税事業者等からの課税仕入れに係る経過措置》 

 適格請求書として必要な事項が記載された書類（請求書、納品書、領収

書、レシート等）であれば、名称を問わず、適格請求書に該当します。 

POINT 

適格請求書等の記載事項である消費税額等は、一の適格請求書につき、税率ごとに１回の端数処理となります。 

※ 個々の商品ごとに消費税額等を計算し、１円未満の端数処理を行い、その合計額を消費税額等として記載す

ることは認められません。 

POINT 

最新の軽減税率制度説明会の

開催日程は、こちらから 

仕入税額控除の適用を受けるには、

「帳簿」及び「適格請求書」等の請求

書等の保存が必要です。

○令和２年９月期（税率引上げ後） 

(直前の課税期間と同様の決算内容であったと仮定した場合）

○令和元年９月期（税率引上げ前）

地方消費税 
1.7％

地方消費税 
1.76％

地方消費税 
2.2％

消費税 
6.3％

消費税 
6.3％

消費税 
6.24％

消費税 
7.8％

（適格請求書発行事業者） 

売手は軽減税率対象品目の販売の有無にかかわらず、買手（課税事業者）

から求められた場合には、適格請求書を交付しなければなりません。 

帳簿及び請求書等の保存が要件 

※免税事業者からの仕入税額控除可 

交付を受けた事業者が追記した区分記載

請求書等の保存でも仕入税額控除可 

帳簿及び適格請求書等の保存が要件 

※免税事業者からの仕入税額控除不可 

（消費税率 6.3％、地方消費税率 1.7％） 

8.0％ ○ 標準税率 10.0％（消費税率 7.8％、地方消費税率 2.2％） 

○ 軽減税率 8.0％（消費税率 6.24％、地方消費税率 1.76％） 

帳簿及び区分記載請求書等の保存が要件

※免税事業者からの仕入税額控除可 

免税事業者等からの課税仕入れに係る経過措置 

令和 5年 10月～令和 8年 9月 80％控除可 
令和 8年 10月～令和11年 9月 50％控除可 

総勘定元帳（仕入れ）  ㈱○○ 

月 日 摘要 借方 貸方 

９ ２ 
㈱△△ 

  雑貨及食料品 
43,200

総勘定元帳（仕入れ）  ㈱○○ 

月 日 摘要 税区分 借方 貸方 

11 ２ ㈱△△ 雑貨 10％ 22,000

11 ２ ㈱△△ 食料品 8％ 21,600

①課税仕入れの相手方の氏名又は名称 
②課税仕入れを行った年月日 
③課税仕入れに係る内容 
④課税仕入れに係る支払対価の額

請求書 
㈱○○御中 

××年９月２日 

割り箸       540 円 
牛肉       5,400 円 

・・・・・ 
合計      43,200 円 

㈱△△ 

総勘定元帳（仕入れ）  ㈱○○ 

月 日 摘要 税区分 借方 貸方 

11 ２ ㈱△△ 雑貨 10％ 22,000

11 ２ ㈱△△ 食料品 8％ 21,600

左記に加え、 
「軽減対象資産の譲渡等である旨」 

を記載します。

区分記載請求書等保存方式と同様の
記載をします。 

①書類の作成者の氏名又は名称 
②資産の譲渡等の年月日 

③課税資産の譲渡等に係る内容 
④課税資産の譲渡等の対価の額（税込み） 
⑤書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称

区分記載請求書等の記載事項は、左記に加え、

以下の内容を記載します。 

⑦税率ごとに合計した対価の額(税込み)

請求書等の交付義務なし 
※免税事業者も発行可 

請求書 
㈱○○御中 ××年 11月２日 

割り箸       550 円 
牛肉  ※    5,400 円 

・・・・・ 

合計      43,600 円 

  （10％対象  22,000 円） 
  （８％対象  21,600 円） 

㈱△△ 

請求書 
㈱○○御中 ××年 11月２日 

割り箸       550 円 
牛肉  ※    5,400 円 

・・・・・ 
合計      43,600 円 

（  ( ) ）
（  ( ) ）

㈱△△ ※は軽減税率対象品目

※は軽減税率対象品目 

登録番号 Ｔ1234567890123

⑥軽減対象資産の譲渡等である旨

適格請求書等の交付義務あり 
※免税事業者は適格請求書の発行不可

⑨税率ごとの消費税額等及び適用税率

⑧登録番号

〈令和元年７月〉広島国税局 

⑨ 
⑦ 

⑧ 

⑥ 

⑥ 
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税務署に⾏く⼿間がかかりません︕

確定申告期間中は24時間いつでも利⽤できます︕

（⾒本）
ID・パスワード⽅式に対応した

ID・パスワード↓

（注）確定申告期間以外の利⽤可能時間やメンテナンスによりご利⽤いただけない
時間帯については、e-Tax ホームページでご確認ください。

＊ ｢ID・パスワード⽅式の届出完了通知｣の発⾏を希望される場合は、申告されるご本⼈が
顔写真付きの本⼈確認書類をお持ちの上、お近くの税務署にお越しください。

申告書の作成は
こちらから︕

国税局・税務署

「e-Tax」で送信して提出

「ID・パスワード方式の届出完了通知」に

記載されたID・パスワード

があればe-Taxで送信できます。

ID・PW
が⽬印

項 ⽬ 平成30年分 令和元年分

収 ⼊
給与所得（年末調整（年調）済、
１ヶ所）

給与所得（年調済１ヶ所、年調未済・２ヶ所以上に
対応）、公的年⾦等、その他雑所得、⼀時所得

所得控除 医療費控除、寄附⾦控除 全ての所得控除

税額控除 政党等寄附⾦等特別控除 政党等寄附⾦等特別控除、災害減免額

そ の 他 －
予定納税額、本年分で差し引く繰越損失額、財産債
務調書（案内のみ）

令和２年１⽉から、年⾦収⼊の雑所得がある⽅など、スマホ専⽤画⾯をご利⽤
いただける⽅の範囲が広がります。

ご利⽤いただける⽅の範囲拡⼤■

■

「国税庁ホームページ」へアクセス■

13
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各種研修・セミナー開催
各支部事業報告会・税制研修会・講演会を開催

演 題　ニッポン一億総活躍プランと企業経営

　　 　～働き方改革に企業はどう向き合うのか～

　　 　中野　雅至 氏
　　（神戸学院大学　教授）

【新設法人税務説明会】　　新設法人説明会を 年2回開催

【法人税務説明会】　　　　決算期別税務説明会を 年5回開催

【年末調整説明会】　　　　本年11月14日開催決定

【軽減税率制度説明会】　　本年10月導入後も開催予定

講 師

【市内7支部合同事業報告会＆講演会 】

　地元市役所、厚生労働省
勤務を経て大学教授へ。デー
タに基づいた固い内容から
笑いを誘う話題への軽妙な
切り替え

流石～！！

決算・申告実務の進め方・注
意点の説明に加え、軽減税率
制度の概要・各企業対応準備
事項についての研修です。

14

12支部　支部長　改選後名簿
東支部　　　田中　静雄　㈱田中造園土木
西支部　　　尾崎　好邦　山陰プロパン瓦斯㈱
南支部　　　霜村　芳照　久大建材㈱
北支部　　　四井　　勉　㈱光和電工
湖東支部　　梨原　　奨　㈱よみうり企画
湖南支部　　小谷　泰志　㈲小谷工芸　
桜ヶ丘支部　田淵　吉男　㈱タブチ
気高支部　　房安　　光　いなば和紙㈿
岩美支部　　北村　一行　北村衣縫㈲
智頭支部　　西川　憲雄　㈲中前製材
八頭東支部　八百谷昭宏　八百谷商事㈲
八頭西支部　西田　正人　中央建設㈱

R1.7.9　ホテル ニューオータニ鳥取

講師：鳥取税務署
元上和彦 上席国税調査官

【５支部報告会&
軽減税率制度研修会】



33名がミツ精機⇒藍染体験⇒阿波踊り会館⇒眉山⇒
小豆島オリーブ公園・二十四の瞳映画村の行程で視
察してきました。
台風の動向が心配でしたが、二日間快晴、猛暑の中、
体調不良を訴える参加者もなく、バス旅、船旅を和
気あいあいと過ごした視察研修となりました。感謝
感謝。

航空機部品製造会社ミツ精機では、皆さんが童心に
戻り戦闘機のコックピットに乗り込み記念撮影など
貴重な体験ができました。～さすがに製造工程はＮ
Ｇでしたが～
藍染体験ではオジサマ族もエプロンを着け、好みの
パターンを選択し一心不乱に作業される姿は芸術
家？を思わせるような別の一面を見せていただきま
した。
～出来映えは？？自己評価にお任せします。～
阿波踊り会館では、たくさんの参加者が笑顔で踊ら
れ伝統文化に触れることができました。
懇親会では初参加の会員さんもすっかり馴染まれ、
料理を楽しみ、会話も弾んでいました。
小豆島ではオリーブ公園で爆買い？地方経済回復に
貢献
二十四の瞳 映画村は観光地として以前よりグレード
アップしてたような・・・。～そう感じたの
は私だけでしょうか～
来年の視察研修企画にも乞うご期待
�。
◆ 旅日記　事務局 ◆

恒例の視察研修旅行
令和元年の会員視察研修は  航空部品製造ミツ精機の
工場見学、藍の館での藍染体験、etc．小豆島方面でした。

9月6日（金）～ 7日（土）

来年の企画もまだなのに

先行申込みされる会員さんも

ちらほら

ありがとうございます。

こんなん出来

ました！

お見事！！
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軽
減
税
率
制
度
導
入
に

商
機
を
見
出
す

～
一
体
資
産
の
活
用
～

◆
は
じ
め
に

　

国
税
庁
等
の
周
知
努
力
に
よ
り
、
飲
食

料
品
は
軽
減
税
率
８
％
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
、
外
食
サ
ー
ビ
ス
が
軽
減
税
率
に
該
当

し
な
い
こ
と
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
あ
れ
ば

軽
減
税
率
に
該
当
す
る
こ
と
等
、
軽
減
税

率
制
度
の
基
本
的
な
内
容
は
一
般
に
認
識

さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
軽
減
税
率
制
度
の
中
で
も
難

解
な
一
体
資
産
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

本
稿
が
皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
甚
で
す
。

１ 

概
要

　

お
ま
け
付
き
菓
子
等
、
軽
減
税
率
の
対

象
と
な
ら
な
い
商
品
を
飲
食
料
品
と
一
緒

に
販
売
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て

「
一
体
資
産
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
定
義

は
「
食
品
と
食
品
以
外
の
資
産
が
あ
ら
か

じ
め
一
の
資
産
を
形
成
し
、
又
は
構
成
し

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
一
の
資
産

に
係
る
価
格
の
み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
も

の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
体
資
産
に
該
当
し
た
場
合
、
適
用
さ

れ
る
税
率
は
原
則
と
し
て
全
て
が
標
準
税

率
10
％
で
す
が
、
以
下
の
チ
ャ
ー
ト
で
左

端
の
軽
減
税
率
に
該
当
し
た
場
合
、
そ
の

全
体
に
つ
い
て
軽
減
税
率
８
％
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、「
一
体
資
産
」
の
要
件
は
、

上
記
定
義
よ
り
①
「
食
品
と
食
品
以
外
の

資
産
が
あ
ら
か
じ
め
一
の
資
産
を
形
成

し
、
又
は
構
成
」
さ
れ
、
か
つ
②
「
当
該

一
の
資
産
に
係
る
価
格
の
み
が
提
示
さ
れ

て
い
る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。
す
な
わ

ち
、
ワ
ゴ
ン
売
り
の
形
で
「
よ
り
ど
り
３

品
〇
〇
円
」
等
、
顧
客
が
自
由
に
商
品
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
単
品

の
価
格
も
併
せ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合

は
一
体
資
産
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
、
一
体
資
産
で
は
な
く
「
一

括
譲
渡
」
と
な
り
、
個
々
の
商
品
ご
と
に

軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
る
か
否
か
の

判
定
を
行
い
ま
す
。

　
２　

包
装
材
料
等
の
取
扱
い

　

飲
食
料
品
の
譲
渡
を
行
う
際
、
紙
や
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
包
装
や
容
器
な
ど
飲
食
料

品
以
外
の
包
装
材
料
等
と
一
緒
に
販
売
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
体
資
産

と
親
和
性
が
高
く
、
多
く
の
事
業
者
が
当

事
者
と
な
る
た
め
、
解
説
し
て
お
き
ま
す
。

①　

販
売
に
通
常
必
要
な
も
の

　

飲
食
料
品
の
譲
渡
を
行
う
際
、
使
用
さ

れ
る
包
装
材
料
等
が
飲
食
料
品
の
譲
渡
に

通
常
必
要
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
の
包

装
材
料
等
も
含
め
飲
食
料
品
の
譲
渡
に
該

当
し
ま
す
。こ
こ
で
、「
通
常
必
要
な
も
の
」

と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
飲
食
料
品

を
開
封
し
た
後
に
不
要
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
例
え
ば
、
通
常
使
用
さ
れ
る
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

②　

別
途
対
価
を
収
受
し
て
い
る
場
合

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
包
装
材
料
等
が

販
売
に
通
常
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

別
途
対
価
を
収
受
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ

ら
は
飲
食
料
品
に
該
当
せ
ず
、
軽
減
税
率

の
適
用
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。「
ビ
ニ
ー

ル
袋
は
別
途
５
円
頂
き
ま
す
」「
ケ
ー
キ

に
保
冷
剤
を
付
け
る
場
合
は
別
途
100
円
頂

き
ま
す
」
と
い
う
場
合
な
ど
で
す
。

税
理
士
　
　

中
尾
隼
大
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寄　稿

③　

販
売
に
通
常
必
要
で
は
な
い
容
器
等

は
「
一
体
資
産
」
に
該
当

　

陶
磁
器
や
ガ
ラ
ス
食
器
類
等
の
容
器
な

ど
、
入
れ
ら
れ
た
飲
食
料
品
を
消
費
し
た

後
に
不
要
と
な
ら
ず
、
そ
の
後
に
食
器
や

装
飾
品
と
し
て
使
用
で
き
る
場
合
、
飲
食

料
品
と
そ
の
容
器
を
あ
ら
か
じ
め
組
み
合

わ
せ
て
一
の
商
品
と
し
て
価
格
を
提
示
し

販
売
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
体

資
産
に
該
当
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
洋
菓
子
で
あ
る

プ
リ
ン
が
ガ
ラ
ス
の
器
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
場
合
や
、
ご
当
地
駅
弁
が
丼
物
と
し
て

陶
磁
器
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
場
合
、
販
売
に
通
常
必
要
な
包
装

材
料
等
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
当
該
容

器
等
は
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
直
ち
に
標
準
税
率
が
適
用
さ
れ

る
判
定
と
な
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
一
体
資
産
に
該
当
す
る
こ
と

か
ら
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
一
体
資

産
と
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
上
記
の
判

定
を
行
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

プ
リ
ン
が
ガ
ラ
ス
容
器
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
販
売
価

額
が
１
万
円
以
下
か
つ
『
プ
リ
ン
』
の
占

め
る
割
合
が
2/3
以
上
と
い
う
要
件
を
満
た

せ
ば
、
そ
の
洋
菓
子
は
そ
の
全
体
が
軽
減

税
率
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

３　

 

一
体
資
産
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス

　

こ
こ
で
、
一
体
資
産
が
顧
客
の
購
買
意

欲
を
高
め
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
商
機
と

な
る
可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
例

え
ば
、
お
酒
と
お
弁
当
を
販
売
し
て
い
る

お
弁
当
屋
さ
ん
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
な
お
、
お
酒
は
標
準
税
率
10
％
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

以
下
の
よ
う
に
バ
ラ
売
り
し
た
場
合
は

単
体
で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
缶
ビ
ー
ル
は

顧
客
が
10
％
の
消
費
税
を
負
担
し
て
購
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
左
図
の
よ
う
に
セ
ッ
ト
販
売

し
た
場
合
、
幕
の
内
弁
当
の
占
め
る
割
合

が
2/3
以
上
で
あ
る
た
め
、
単
品
価
格
を
表

示
し
な
け
れ
ば
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ

る
一
体
資
産
と
な
り
、
そ
の
全
体
が
８
％

と
な
る
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
顧
客
に
と
っ
て
は
消
費

税
が
10
％
の
缶
ビ
ー
ル
を
８
％
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売

形
態
は
、
顧
客
に
と
っ
て
割
安
感
が
生
ま

れ
、
購
買
意
欲
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

一
体
資
産
に
該
当
さ
せ
る
商
品
開
発

は
、
軽
減
税
率
制
度
が
周
知
さ
れ
だ
し
た

頃
か
ら
注
目
さ
れ
、
今
で
は
多
く
の
事
業

者
が
具
体
的
に
検
討
・
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

注
意
点
と
し
て
は
、
単
品
で
も
販
売
し

て
い
る
も
の
を
単
に
セ
ッ
ト
販
売
し
た
だ

け
で
は
単
品
価
格
も
表
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、上
記
一
体
資
産
の
定
義
に
当
た
ら
ず
、

個
々
で
税
率
の
判
定
が
さ
れ
ま
す
。
一
体

資
産
と
し
て
販
売
す
る
場
合
、
あ
く
ま
で

も
セ
ッ
ト
販
売
の
み
と
し
、
単
品
で
の
価

格
を
表
示
し
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
べ
き

で
し
ょ
う
。　

◆
お
わ
り
に

　

軽
減
税
率
制
度
は
、
Ｑ
＆
Ａ
が
何
度
も

改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
だ
け

分
か
り
に
く
い
制
度
だ
と
言
え
ま
す
。

　

軽
減
税
率
の
適
用
を
受
け
る
と
い
う
意

味
で
外
食
よ
り
も
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
顧
客
に
訴
求
す
る
こ
と

350
㎖
缶
ビ
ー
ル
と
幕
の
内
弁
当
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
850
円（
８
％
）

350
㎖
缶
ビ
ー
ル
…
250
円
（
10
％
）

幕
の
内
弁
当　

…
600
円
（
８
％
）

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
と
同
様
に
、

一
体
資
産
に
つ
い
て
も
工
夫
次
第
で
軽
減

税
率
８
％
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

体
資
産
に
該
当
す
る
よ
う
な
商
品
開
発
を

ご
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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鳥取税務署　白髪 健二　副署長祝辞　

出口敦教　部会長挨拶　

親会　村江 清志　新会長挨拶

宇倍神社　禰宜　金田 祐季氏

　2019年６月５日（水）青年部会（75名）総会を鳥取税
務署白髪 健二 副署長、村田 博文 法人課税第一部門統
括官、協力保険３社の御代表様、親会より村江 清志新
会長を来賓としてお招きし、鳥取ワシントンホテルにて
開催しました。開会に際し出口 敦教部会長が、親会全
国大会鳥取大会における青年部会員の協力、支援に対し
結束力の強さを実感したこと、根幹事業であるキッズカ
フェの新企画を検討していきたい旨また、会員増強によ
る一層の組織強化の必要性を盛り込み挨拶された。
　続いて親会新会長に就任された村江 清志会長より引き続き青年部会皆さんの力強い協力支援をお
願いしたい旨の内容を交え挨拶をされた。
　卒業生２名、新入会員10名の紹介の後、中井史生副部会長より2018年度事業報告、収支決算、
2019年度事業計画について報告を行なった。
　続いて役員改選において、清水昭生氏が新部会長に選任され、各委員長交代もありREIWA新体
制による青年部会活動がスタートすることになった。本総会で予定されていた議事すべて終了し、
ご来賓、鳥取税務署 白髪 健二副署長よりご祝辞を頂き閉会となった。

　第二部講演会では、後神道青年全国協議会会長、宇倍神社　禰宜　金田祐季氏をお招きし、演題『令
和元年』と題し日本の歴史、天皇即位における数々の催事について丁寧な解説を拝聴し、日本人の
心を忘れかけている私たちに、神道を通じて、さまざまな気付きを頂き、令和新時代、最高のスター

トを切ることが出来ました。

　ご存じでした?　孝徳天皇大化４年（648年）創建と伝えられ、
平安時代県内唯一の名神大社として列せられた。明治31年完成
の社殿は大正・昭和と数回五円・一円紙幣の図柄となりました。
へえーそうだったのか。
　有意義な機会をありがとうございました。
 広報委員長　山田 光成

第37回　青年部会　総会
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青年部会の広場

『とっとり版“ＤＡＳＨ村
シーズン７”』

猛暑での体調不良者続出か？

Ｔ田会員委員長が心配するなか、鳥取版

DASH村７の開催を決断。街中とは違い海風が

心地よく大人13名・子供たち９名の参加者たちはシーカヤッ

ク・BBQ・シュノーケリングを満喫。特にカヤック、シュ

ノーケリングは未経験者が大半でしたが事故もなく大満

足だったようです。

【青年部会の　主な活動】
　◇ キッズカフェ　◇ 小学校６年生、中学生対象租税教室講師派遣
　◇ 視察研修　　　◇ 研修会　◇ 講演会　　◇ Xmas家族会・BBQ ・お花見

若手経営者の皆さ～ん

一緒に勉強・交流・社会貢献活動・家族サービス？

しませんか。入会お待ちしています。� 青年部会長　清水　昭生

� 会員委員長　高田　章央

青年部会　清水 昭生　新部会長就任挨拶

令和元年～ 2年度　新役員決定

部会長 清水　昭生 ㈱清水
副部会長 佐々木 稔郎 ㈲宝月堂
副部会長 中井　史生 ㈲アドセンターパル
副部会長 加藤　　寛 ㈱太陽
総務委員会 前嶋　弘恵 （同）ル・リアン
会員委員長 高田　章央 ㈱高田商店
広報委員長 山田　光成 ㈱相互物産
企画委員長 山根　　望 ㈱鳥取建材
研修委員長 南口　明彦 ㈲南口石創
社会貢献委員長 林　　貴之 はやし接骨院

8月４日（日）
岩美町牧谷海水浴場

青い空・青い海

歳をとっても？海は広いな

大きいな…。子供たちも

満喫できたようです！！

　多用の中、調理担当

任務を完遂し食事もせ

ず帰られたＡＩＧのＨ

氏お疲れ様！！

　来年の企画にも乞う

ご期待ください。

≪会員委員会主催≫

第12回　キッズカフェは岩倉
小学校児童による企画進行中。
部会員の皆さん是非ご協力く
ださい。
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第
21
回
女
性
部
会
総
会
開
催
2019年

6月4日
（火）

2019年度　新役員名簿
（任期：2019年6月4日～ 2021年度総会迄）

部会役職 氏　名 会　社　名
新部会長 川口　眞佐子 リバードコーポレーション㈱
副部会長 加藤　陽子 ㈱フレックス

〃 西村　鈴子 山陰東陽化成㈲
　　　〃　（新） 森田　麻知子 ㈲東葉緑化園

理　　事 西川　八重子 鳥取末広座㈱
〃 谷本　弘子 ㈱谷本酒店
〃 米田　恭子 鳥取オート㈲
〃 岸本　眞弓 ㈲岸本家畜病院
〃 出口　直恵 ㈲プラスペリティ
〃 木山　千秋 ㈲海裕漁業
〃 常田　明美 ㈲常田薬局

　　　〃　（新） 大塩　奈成江 ハリカ鳥取店㈲
　　　〃　（新） 四井　敏子 ㈱光和電工
　　　〃　（新） 山田　好江 大森タクシー㈱
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女性部会のページ

　

第
21
回
女
性
部
会
総
会
が
鳥
取
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
税
務
署
よ
り
副
署
長
白
髪
健
二
様
、
法

人
課
税
第
一
部
門
統
括
官
村
田
博
文
様
を
来

賓
に
お
迎
え
し
、
又
親
会
か
ら
村
江
清
志
新
会

長
に
出
席
い
た
だ
き
、
２
０
１
８
年
度
事
事
業

報
告
、
活
動
費
内
訳
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
新
し
い
部

会
長
に
川
口
眞
佐
子
氏
、
新
副
部
会
長
に
森
田

麻
知
子
氏
、
新
理
事
に
大
塩
奈
成
江
氏
、
四
井

敏
子
氏
、
山
田
好
江
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
講
演
会
で
は
「
さ
と
に
田
園
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
院
長
の
太
田
匡
彦
先
生
を
お
招
き
し

「
腎
臓
を
い
つ
ま
で
も
健
康
に
保
つ
に
は
～
気

を
つ
け
た
い
生
活
習
慣
～
」
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

わ
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
な
か
な
か
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
習
慣
で
す
が
、
講
演

を
聞
き
、
あ
ら
た
め
て
意
識
改
善
を
し
な
い
と

い
け
な
い
な
ぁ
と
反
省
さ
れ
て
い
る
会
員
が

ち
ら
ほ
ら
。
太
田
先
生
の
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

た
“
美
腎
（
び
じ
ん
）”
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　川口眞佐子新部会長の挨拶

西川さん６年間ありがとうございました！！

講師　太田匡彦氏



　
「
煌
め
く
女
性
の
輪
～
富
山
か
ら
未
来
へ
～
」

を
大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
第
14
回
法
人

会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
富
山
大
会
」
が
雄
大

な
立
山
を
望
む
富
山
産
業
展
示
館
テ
ク
ノ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１
６
０
０

名
の
女
性
部
会
員
が
集
結
、
鳥
取
法
人
会
か
ら

は
８
名
が
参
加
し
、
華
や
か
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
1
部
の
記
念
講
演
は
、
俳
優
、
映
画
監
督
、

画
家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
奥
田
瑛
二
氏

が
「
我
が
映
画
人
生
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
43

年
に
わ
た
る
芸
能
人
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
大
会
式
典
で
は
、
税
務
当

局
、
関
係
団
体
等
か
ら
多
数
の
来
賓
が
出

席
。開
会
に
先
立
ち
、絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
優
秀
作
品
12
点
が
ス
ク
リ
ー
ン
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県
連
女
連
協
の
綿

谷
雅
代
会
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き

全
法
連
女
連
協
の
若
松
恵
美
子
会
長
、
全

法
連
の
小
林
栄
三
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
富

山
県
内
の
女
性
部
会
に
よ
る
社
会
貢
献
活

動
や
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
租
税
教

育
活
動
の
様
子
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

瑞龍寺にて

21

　７月26日（金）、恒例となっている夏の夜間例会を賀露の山
田屋で開催しました。
　今回の会員卓話は、谷本弘子理事にお願いしました。
　鳥取駅前の酒屋さんに嫁いでからのお仕事の話や趣味の絵画
の事などこれから始まる終活ライフをどう楽しく過ごすか、心
に残るお話でした。お料理もとても美味しく、賑やかな定例会
となりました。

７月定例会

お話される谷本弘子理事

2019年

4月25日
（木）

全法連女連協　若松恵美子会長　挨拶

第14回法人会全国
女性フォーラム富山大会開催
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福利厚生制度コーナー



リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

�

傾
聴
の
ス
キ
ル

◆ 

上
司
は
話
を
聴
か
な
い
で
勝

手
に
自
分
の
意
見
ば
か
り
…

と
い
う
訴
え

　

営
業
職
と
し
て
入
社
３
年
目
。
20
代
半

ば
の
男
性
Ａ
さ
ん
か
ら
、
上
司
と
い
い
関

係
が
作
れ
な
い
、
と
い
う
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
職
場
の
ス
ト
レ
ス
要
因
と
し
て
、

人
間
関
係
は
い
つ
の
調
査
で
も
常
に
ワ
ー

ス
ト
３
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
相
談
は
、
上
司
に
当
た
る

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
へ
の
不
満
で
し
た
。「
顧

客
対
応
で
困
っ
て
い
る
時
に
相
談
し
て

も
、
話
は
聞
か
な
い
で
い
き
な
り
ダ
メ
出

し
。
そ
し
て
批
判
の
言
葉
と
無
視
の
態
度

で
す
。
も
う
教
え
て
も
ら
お
う
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
異
動
し
た
い
で
す
。
辞
め
る
こ

と
も
ち
ら
つ
き
ま
す
」
と
い
う
内
容
で
し

た
。
Ａ
さ
ん
に
も
問
題
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
会
社
の
戦
力
に

な
っ
て
ほ
し
い
若
い
社
員
を
育
成
す
る
の

が
リ
ー
ダ
ー
、
管
理
職
の
役
割
で
す
。
若

手
に
、
も
う
相
談
し
た
く
な
い
、
と
思
わ

せ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
部
署
全
体
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
ひ
い
て
は
会

社
の
業
績
悪
化
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
リ
ー
ダ
ー
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、

話
を
聴
く
姿
勢
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。

◆ 

部
下
を
従
属
的
に
と
ら
え
て

い
た
リ
ー
ダ
ー

　

Ａ
さ
ん
が
語
る
リ
ー
ダ
ー
の
態
度
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
自
分
に
も
当
て
は

ま
る
な
、と
気
づ
い
た
人
は
要
注
意
で
す
。

ま
ず
「
こ
れ
じ
ゃ
だ
め
だ
」「
君
の
考
え

は
お
か
し
い
」「
言
っ
て
い
る
こ
と
は
分

か
る
が
、
と
に
か
く
こ
う
す
る
ん
だ
」
と

い
う
言
葉
の
連
発
で
す
。
ほ
と
ん
ど
部
下

の
意
見
は
聴
い
て
い
ま
せ
ん
。そ
し
て「
君

の
能
力
は
こ
の
程
度
か
。
限
界
だ
な
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
。
部
下
の
士
気
を
減
退

さ
せ
る
言
葉
で
す
。
あ
げ
く
の
果
て
に
は

「
も
う
自
分
が
や
る
か
ら
い
い
。
君
は
つ

い
て
こ
な
く
て
も
い
い
」
と
ま
で
言
わ
れ

ま
し
た
。部
下
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

自
分
勝
手
と
も
言
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
態

度
で
す
。
部
下
を
従
属
的
に
と
ら
え
て
い

る
、
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
文
句
を
言
わ
な

い
で
従
う
部
下
を
か
わ
い
が
る
と
い
う
上

司
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
単
に
自

分
の
所
有
欲
を
満
足
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

部
下
の
存
在
を
認
め
て
は
い
ま
せ
ん
。

◆ 

話
を
聴
く
、
そ
れ
は
相
手
の

存
在
を
認
め
る
こ
と

　

部
下
の
存
在
を
認
め
、
や
る
気
を
起
こ

さ
せ
る
上
司
の
姿
勢
、そ
れ
が
傾
聴
で
す
。

聞
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
字
通
り
、
耳

を
傾
け
る
こ
と
で
す
。
傾
聴
の
５
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
示
し
ま
す
。

①
相
手
に
聴
く
側
の
考
え
を
押
し
付
け
な

い
＝
部
下
が
よ
り
多
く
話
す
こ
と
で
、

自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
自
分
で
問
題
解
決
し
て
い
き
ま

す
。

②
相
手
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
＝
仕
事
で

直
面
し
て
い
る
辛
い
思
い
を
話
す
部
下

に
は
、
そ
の
辛
さ
を
自
分
も
体
験
し
て

い
る
気
持
ち
で
聴
く
こ
と
。

③
相
手
の
話
に
批
判
や
反
論
は
し
な
い
＝

否
定
し
な
い
で
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
あ

り
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

④
相
手
を
大
切
な
存
在
だ
と
考
え
る
＝
ま

だ
ま
だ
力
不
足
だ
な
と
思
っ
て
も
、
聴

き
手
、
つ
ま
り
上
司
に
と
っ
て
は
大
事

な
人
と
受
け
と
め
る
こ
と
。

⑤
相
手
が
主
役
で
あ
り
、
興
味
を
持
っ
て

聴
く
＝
職
場
の
上
司
に
は
ち
ょ
っ
と
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
話
に
興
味

を
持
て
な
い
と
聴
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。ふ
だ
ん
の
信
頼
関
係
が
大
事
で
す
。

　

い
か
が
で
す
か
。
５
つ
全
部
を
一
度
に

使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

聴
き
方
で
接
す
れ
ば
、
部
下
は
自
分
で
考

え
、
自
分
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　

柏
木 

勇
一

寄　稿
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わが社のホープと会社ＰＲ 　①名前　　②趣味　　③自由記載
　④上司からのコメント　　⑤会社の住所
　⑥仕事内容　　⑦わが社のPR

株式会社タブチ

会社の概要

①　坂田　真悟

②　野球 ・ 釣り ・ ドライブ

③　�自分達の作った商品が身近な建物に使用されてい

るのを見ると、 やりがいを感じます。

④　�製造 ・配送から営業に部署移動し３年目ですが、 今

では両方の部署から頼られる存在です。 また、 お

客様や社内の誰に対しても誠実 ・迅速に対応してい

ることで、 社内からは「坂田君に任せておけば大丈

夫」、 お客様からも「坂田君が担当になってくれて

良かった」 と非常に好評です。

　　�今後も自分自身の成長を図り、 会社全体をリードし

ていく人財となることを楽しみにしています。

⑤　本　　　社　〒689-1121　鳥取県鳥取市南栄町33-6　　  ℡0857-53-3001
　　中部営業所　〒689-2105　鳥取県東伯郡北栄町下神371　℡0858-36-3731
　　米子営業所　〒683-0851　鳥取県米子市夜見町2924-2　℡0859-24-5558
⑥　金属製屋根材・外壁材の製造販売、建築資材の販売
⑦　昭和22年に創業し、現在創業72年となります。
　　“うるおいあるくらしを創る”を企業理念とし、地域の皆様にとって役に立つ会社となることはもち

ろん、一緒に働く仲間にとっても働きや
すく、やりがいのある職場とするために
革新と改革を行い、進化しています。

　　タブチの特色は、住宅・店舗・工場・倉庫・
学校等あらゆる建物を雨や風・日差しか
ら守る金属製屋根材・外壁材の製造です。
この分野では鳥取県シェア№1となるこ
とができました。また、主に外装に関す
る建築資材の販売を行っています。

　　営業エリアは鳥取県内の東部・中部・西
部に事業所があり、鳥取県全域・島根県
東部・兵庫県北部でたくさんの皆様にご使用いただいています。

　　今後もさらに地域の皆様の役に立つ会社を目指して、社員全員で力一杯行動して参ります。
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現登録会員数 739名
お引合せ成立組数（累計） 1,377組
カップル成立数（累計） 550組
成婚数
（センターに連絡のあった組数） 103組

【県委託 鳥取県法人会連合会 社会貢献事業】 

とっとり出会いサポートセンター

えんトリー　ＮＥＷＳ

法人会協力保険3社　大同生命・ＡＩＧ・アフラック

鳥取県から
パートナーカンパニーに

認定されました！

《事業目的》
　えんトリーとの連携により認知度向上、
　会員増加及び運営体制強化を積極的に取組む。

《主な取組内容》
◆顧客への事業内容の周知、会員登録の勧奨
◆顧客・従業員への出会いサポーター募集、登録推奨
◆婚活イベントへの協力、共催、協賛など 県認定書伝達後の各社代表写真撮影

右よりAIG谷川 鳥取支店長・村江 鳥取県連会長・
大同生命杉山 山陰支社長・アフラック秦 鳥取支社長

【2019年９月末現在】

祝！成婚カップル100組達成！

えんトリー開所５周年記念
紹介キャンペーン実施中

幸せのお手伝いしませんか？
1対1のお引合せに立ち会う
ボランティアサポーターを随時募集中

会員登録予定者３名以上の
企業様へはえんトリースタッフが
出前登録にも出向きます。

えんトリー登録料が半額！！
キャンペーン券をご希望の方は
えんトリー鳥取センターまで
お問い合わせください。

《問い合わせ先》
鳥取市本町2丁目123
大樹生命鳥取ビル1F
TEL：0857-30-5151
FAX：0857-30-5150
Mail：t-entry@dune.ocn.ne.jp

25



公益社団法人 鳥取法人会　
〒680-0031　　 鳥取市本町３丁目２０１番地　
鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階
ＴＥＬ 0857（27）1604　　ＦＡＸ 0857（20）0555
メール hojin@toriho.com　　　ホームページ toriho.com
ご意見・ご要望をお寄せください

　　　鳥取法人会 e-mail　　　　hojin＠toriho.com

電話番号　　0857-27-1604

冊子無料配布のご案内

鳥取法人会では、「決算・申告の実務」「税制改正
のあらまし」等、税金についてわかりやすく解説
した冊子を、会員の皆様に無料にて配布しており
ます。

　ご希望の方は、
　法人会事務局 まで お問い合わせください
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会社名 代表者 業種
《 東支部 》
（一社）H＆C 坪倉　　彩 イベント業
《 南支部 》
㈱アバンス 尾田　政和 保険代理業
㈱いまる 加藤　武蔵 保険代理業　他

《 湖南支部 》
石破設備 石破　裕也 空調設備業
㈱Axis Create 田村　拓也 飲食業
鳥取食品工業㈱　 波当根靖夫 食品製造卸
鳥取市弓道場管理運営委員会 谷口　良秋 施設管理

新入会員（15社）平成31.3.1 ～令和元.8.31

会社名 代表者 業種
《 湖東支部 》
㈲日本海プラザ 尾前　敏明 web制作 他

（同）アイルビー 太田　敏宏 福祉サービス業
㈲尾崎設計 尾崎　知典 建築設計・監理

《 桜ヶ丘支部 》
すまいる工房 松岡　良修 建築業

（同）はあと・わん 渡邉賀津子 各種コンサルタント
栗原光技術士事務所 栗原光一郎 技術コンサルタント

《 八頭東支部 》
朝日装業 小村　洋一 外壁施工
㈲きしだ 岸田　　茂 調剤薬局

（順不同）



鳥取税務署　人事異動のお知らせ　（令和元.7.10発令）

官　　職 新　　　任
（前　　　職）

前　　　任
（異 動 先 等）

署 長 湊　　　和　義
（広島国税局 総務部 厚生課長）

田　原　郁　夫
（退職）

副 署 長 西　原　誠　治
（広島国税局 総務部 総務課 課長補佐）

白　髪　健　二
（広島国税局 総務部 営繕監理官）

総 務 課 長 道　下　雅　昭
（広島国税局 徴収部 徴収課 課長補佐）

三　宅　孝　志
（大阪国税局 南税務署 副署長）

税 務 広 報 広 聴 官 立　光　美由紀
（広島国税局調査査察部第三部門主査）

岡　﨑　智　子
（倉吉税務署管理運営・徴収部門統括国税徴収官）

法人課税第一部門
統 括 国 税 調 査 官

藤　田　　　勝
（広島国税局 課税第二部 法人課税課 実務指導専門官）

村　田　博　文
（山口税務署 法人課税第一部門 統括国税調査官）

年月 事業・研修会 等 役員会・委員会 等 その他

元.11

年末調整説明会（11/14（木））※県東部全域対象
とりぎん文化会館　梨花ホール
第３回 法人税務説明会 ≪10・11・12月決算会社≫（下旬）
青年部会 定例会

青年の集い　大分大会
（11/7・8）

12

青年部会 クリスマス家族会（12/7）
「租税教室」開始
第10回「税に関する絵はがきコンクール」作品募集開始
第12回 「キッズカフェ」　岩倉小学校（12/21）

「県連通信」・「ほうじん」
発送（下旬）

2.1 青年部会 定例会（中旬）
女性部会 定例会（中旬）

青年部会 役員会  
第２回 広報委員会

2
第４回 法人税務説明会 ≪1・2月決算会社≫（上旬）
支部合同研修会（中旬）
第10回「税に関する絵はがきコンクール」選考会・表彰式

3

青年部会 定例会　
女性部会 定例会
献血ボランティア　　鳥取商工会議所 エントランス
第５回 法人税務説明会 ≪３月決算会社≫（下旬）

研修委員会
総務委員会
青年部会 役員会    
女性部会 役員会
第３回 理事会

「法人とっとり」第104号発行
「法人とっとり」・「ほうじん」

発送（下旬）

鳥取法人会　行事予定　　
（令和元年11月1日～令和2年3月31日）
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　消費税増税に伴い軽減税
率対応の出来るレジをお願
いしていましたが、時すで
に遅し。６月頃から注文殺
到で３ヶ月待ち。経費3/4
補助の助成金対象に間に
合わず。（9月末納品なら
OK）準備は早めにすべし。
� 岸田　安雄

　平成から令和に変わり大
きな節目を迎えた。
　私も年度初めからの多忙
な毎日で、季節の移り変わ
りを感じることなく過ごし
て来た。
　気がつけば稲穂も実り頭
を垂れている、ところで「自
分も少しは実ったのかな」
と問いかけている。
� 加藤　陽子

　不思議だ。選手を応援し
ているのは我々なのに、ま
るで彼らに応援されている
様だ。
　負けるな！負けるな！
　今年から来年にかけて沢
山のスポーツイベントがあ
ります。
　多くの選手からしっかり
と応援してもらいましょう！
� 辰己　泰彦

　鳥取税務署�法人課税第
一部門統括国税調査官の藤
田と申します。
　局広報室で５年間勤務し
た経験を活かし、より伝わ
りやすい紙面作りに貢献し
たいと考えております。
　１年間どうぞよろしくお
願いします。

 藤田　勝

ひとりごと



鳥取支社　〒680-0846　鳥取市扇町32番地　扇町扶桑ビル5Ｆ


